
基礎情報

別府市

天間高原（あままこうげん）

草地・湿原にみられる貴重な生態系・生物群集

地域の概要・特徴など

　阿蘇、くじゅう地域から連続した火山性高原に残る山地性草原でススキやネザサの草
原が広がっています。
　かつて日本列島が大陸と陸続きであったことを証明する大陸系遺存植物が多数生育し
ており、とても興味深い生態系がみられる場所となっています。

生物情報

　ヒゴタイ(指定希少野生動植物)、ノヤナギなどの大陸系遺存植物が多数生育していま
す。
＜植物＞
　キスミレ、ミシマサイコ、ムラサキセンブリ、キスゲ、ノヤナギ、タイリンアオイ、ミヤコアオ
イ、フシグロセンノウ、ウメバチソウ、センブリ、スズサイコ、マツムシソウ、アソノコギリ、ヒ
ロハヤマヨモギ、リンドウ、ホソバノヤマハハコ、シライトソウ、ヤマラッキョウ、キリシマヒ
ゴタイ、ホクチアザミ、コオニユリ、カワラナデシコ、ガンピ、ノギラン、キバナカワラマツバ

地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/）を加工して作成

　範囲図は大まかに公表地域等の範囲を示しているため、範囲外であっても大切な自然が残されている場所や、範囲
内となっていても公表地域等の特徴を満たしていない場所が含まれている場合があります。

範囲図

項　　　目

市町村名

地域名等

特　　　徴


